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【
市
政
の
方
針
】

　

令
和
８
年
度
は
、
第
５
次
下
田

令
和
８
年
度
は
、
第
５
次
下
田

市
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
、

市
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
、

後
期
５
か
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

後
期
５
か
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
後
期
基
本
計
画
は
、
基
本

　

こ
の
後
期
基
本
計
画
は
、
基
本

構
想
に
定
め
る
ま
ち
の
将
来
像

構
想
に
定
め
る
ま
ち
の
将
来
像

「
時
代
の
流
れ
を
力
に　

つ
な
が

「
時
代
の
流
れ
を
力
に　

つ
な
が

る
下
田　

新
し
い
未
来
」の
も
と
、

る
下
田　

新
し
い
未
来
」の
も
と
、

「
海
と
人
に
感
動
、
開
国
フ
ロ
ン

「
海
と
人
に
感
動
、
開
国
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
下
田
」
を
目
標
に
掲
げ
、

テ
ィ
ア
下
田
」
を
目
標
に
掲
げ
、

次
な
る
５
年
間
の
市
政
運
営
に
踏

次
な
る
５
年
間
の
市
政
運
営
に
踏

み
出
し
ま
す
。

み
出
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
社
会
の
担
い
手
不
足
、
物
価
高

る
社
会
の
担
い
手
不
足
、
物
価
高

騰
等
に
よ
る
財
政
の
ひ
っ
迫
な

騰
等
に
よ
る
財
政
の
ひ
っ
迫
な

ど
、
と
も
す
れ
ば
閉
塞
感
に
陥
る

ど
、
と
も
す
れ
ば
閉
塞
感
に
陥
る

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
う
い
う
時
こ
そ
幕
末
開
港
の
ま

こ
う
い
う
時
こ
そ
幕
末
開
港
の
ま

ち
下
田
市
と
し
て
、
将
来
に
向
け

ち
下
田
市
と
し
て
、
将
来
に
向
け

た
志
を
掲
げ
、
萎
縮
せ
ず
、
壁
を

た
志
を
掲
げ
、
萎
縮
せ
ず
、
壁
を

突
破
す
る
取
組
に
挑
戦
す
る
こ
と

突
破
す
る
取
組
に
挑
戦
す
る
こ
と

が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
の
市
政
運
営
に
お

　

令
和
８
年
度
の
市
政
運
営
に
お

い
て
は
、
特
に
重
点
的
に
取
組
む

い
て
は
、
特
に
重
点
的
に
取
組
む

方
針
と
し
て
「
つ
な
が
る
」、「
グ

方
針
と
し
て
「
つ
な
が
る
」、「
グ

ロ
ー
カ
ル
」、「
公
共
経
営
改
革
」

ロ
ー
カ
ル
」、「
公
共
経
営
改
革
」

の
３
つ
を
掲
げ
ま
し
た
。

の
３
つ
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

重
点
方
針
の
一
つ
目
は
、
第
５

　

重
点
方
針
の
一
つ
目
は
、
第
５

次
下
田
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に

次
下
田
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に

掲
げ
る
ま
ち
の
将
来
像
に
基
づ

掲
げ
る
ま
ち
の
将
来
像
に
基
づ

き
、「
つ
な
が
る
」
と
し
ま
す
。

き
、「
つ
な
が
る
」
と
し
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
の
カ
ー
ニ
ー
首
相
の
言

　

カ
ナ
ダ
の
カ
ー
ニ
ー
首
相
の
言

葉
、「
課
題
ご
と
に
機
能
す
る
連

葉
、「
課
題
ご
と
に
機
能
す
る
連

合
の
構
築
」
の
と
お
り
、
賀
茂
地

合
の
構
築
」
の
と
お
り
、
賀
茂
地

域
や
伊
豆
半
島
に
お
け
る
広
域
市

域
や
伊
豆
半
島
に
お
け
る
広
域
市

町
間
の
連
携
、
国
・
県
と
の
垂
直

町
間
の
連
携
、
国
・
県
と
の
垂
直

連
携
、
公
有
財
産
の
活
用
へ
の
民

連
携
、
公
有
財
産
の
活
用
へ
の
民

間
活
力
の
導
入
、
地
域
課
題
の
解

間
活
力
の
導
入
、
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
た
産
官
学
の
連
携
、
防

決
に
向
け
た
産
官
学
の
連
携
、
防

災
や
福
祉
の
充
実
に
向
け
た
ボ
ラ

災
や
福
祉
の
充
実
に
向
け
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
、
行
政
課
題

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
、
行
政
課
題

の
解
決
に
向
け
た
市
民
と
の
協

の
解
決
に
向
け
た
市
民
と
の
協

働
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
や
二
地

働
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
や
二
地

域
居
住
等
に
よ
る
関
係
人
口
と
の

域
居
住
等
に
よ
る
関
係
人
口
と
の

連
携
等
、
課
題
ご
と
に
異
な
る

連
携
等
、
課
題
ご
と
に
異
な
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
様
々
な
主
体
と
タ
テ
ヨ
コ
に

で
、
様
々
な
主
体
と
タ
テ
ヨ
コ
に

連
携
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
幅
広

連
携
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
幅
広

い
分
野
に
お
い
て
展
開
し
ま
す
。

い
分
野
に
お
い
て
展
開
し
ま
す
。

　

重
点
方
針
の
二
つ
目
は
、「
グ

　

重
点
方
針
の
二
つ
目
は
、「
グ

ロ
ー
カ
ル
」
で
す
。

ロ
ー
カ
ル
」
で
す
。

　

本
年
度
は
、
第
１
期
グ
ロ
ー
カ

　

本
年
度
は
、
第
１
期
グ
ロ
ー
カ

ル
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最

ル
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最

終
年
度
と
な
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

終
年
度
と
な
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
建
国

合
衆
国
建
国

250250
周
年
の
節
目
で
の

周
年
の
節
目
で
の

黒
船
祭
、
大
学
等
研
究
機
関
と
の

黒
船
祭
、
大
学
等
研
究
機
関
と
の

共
同
研
究
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま

共
同
研
究
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
を
テ
ー
マ

す
。
ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
歴
史
と
文
化
の
継
承
や

と
し
て
、
歴
史
と
文
化
の
継
承
や

サ
ー
フ
シ
テ
ィ
構
想
の
推
進
、
海

サ
ー
フ
シ
テ
ィ
構
想
の
推
進
、
海

の
環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、

の
環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、

下
田
市
の
地
域
資
源
の
再
評
価
や

下
田
市
の
地
域
資
源
の
再
評
価
や

活
用
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

活
用
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
９
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

　

令
和
９
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
第
２
期
の
グ
ロ
ー
カ
ル
Ｃ
Ｉ
Ｔ

る
第
２
期
の
グ
ロ
ー
カ
ル
Ｃ
Ｉ
Ｔ

Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
向
け
、
内
容
を

Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
向
け
、
内
容
を

深
化
す
る
べ
く
各
分
野
に
お
い
て

深
化
す
る
べ
く
各
分
野
に
お
い
て

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

重
点
方
針
の
三
つ
目
は
、「
公

　

重
点
方
針
の
三
つ
目
は
、「
公

共
経
営
改
革
」
で
す
。

共
経
営
改
革
」
で
す
。

　

令
和
７
年
度
末
ま
で
に
「
下
田

　

令
和
７
年
度
末
ま
で
に
「
下
田

市
の
公
共
経
営
改
革
に
向
け
た
実

市
の
公
共
経
営
改
革
に
向
け
た
実

行
計
画
（
令
和
８
～

行
計
画
（
令
和
８
～
1212
年
度
）」

年
度
）」

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
令
和

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
令
和

８
年
度
は
、
下
田
市
の
行
政
の
効

８
年
度
は
、
下
田
市
の
行
政
の
効

率
化
と
財
政
基
盤
の
強
化
を
目
指

率
化
と
財
政
基
盤
の
強
化
を
目
指

し
、
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
改

し
、
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
改

革
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

革
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

市
役
所
新
庁
舎
整
備
事
業
は
、

　

市
役
所
新
庁
舎
整
備
事
業
は
、

い
よ
い
よ
完
成
が
近
づ
き
、
本
年

い
よ
い
よ
完
成
が
近
づ
き
、
本
年

５
月
に
は
全
面
移
転
が
完
了
し
ま

５
月
に
は
全
面
移
転
が
完
了
し
ま

す
。
行
政
機
構
が
集
積
す
る
こ
と

す
。
行
政
機
構
が
集
積
す
る
こ
と

で
各
種
行
政
シ
ス
テ
ム
を
抜
本
的

で
各
種
行
政
シ
ス
テ
ム
を
抜
本
的

に
見
直
し
、
効
率
的
で
、
か
つ
質

に
見
直
し
、
効
率
的
で
、
か
つ
質

の
高
い
行
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い

の
高
い
行
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

【
予
算
編
成
の
方
針
】

　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
は
、
将

　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
は
、
将

来
を
見
据
え
、
行
財
政
の
体
質
改

来
を
見
据
え
、
行
財
政
の
体
質
改

善
を
図
っ
て
い
く
「
公
共
経
営
改

善
を
図
っ
て
い
く
「
公
共
経
営
改

革
の
推
進
に
向
け
た
取
組
方
針
」

革
の
推
進
に
向
け
た
取
組
方
針
」

に
基
づ
き
、
ム
ダ
を
徹
底
的
に
廃

に
基
づ
き
、
ム
ダ
を
徹
底
的
に
廃

し
、
さ
ら
に
新
た
な
財
源
の
確
保

し
、
さ
ら
に
新
た
な
財
源
の
確
保

に
よ
り
、
今
後
も
魅
力
的
な
プ
ロ

に
よ
り
、
今
後
も
魅
力
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま

ジ
ェ
ク
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま

い
り
ま
す
。
中
で
も
と
り
わ
け
重

い
り
ま
す
。
中
で
も
と
り
わ
け
重

要
な
も
の
が
危
機
管
理
投
資
で

要
な
も
の
が
危
機
管
理
投
資
で

令 和 ８ 年 度 施 政 方 針令 和 ８ 年 度 施 政 方 針

的確な的確な
まちづくりのまちづくりの４本４本の柱の柱

１．美しく生活しやすいまち 市 政 運 営市 政 運 営

す
。
ま
ち
の
安
全
を
強
化
す
る
た

す
。
ま
ち
の
安
全
を
強
化
す
る
た

め
の
各
種
事
業
を
行
う
こ
と
で
、

め
の
各
種
事
業
を
行
う
こ
と
で
、

平
時
で
も
活
用
で
き
る
、
即
ち
未

平
時
で
も
活
用
で
き
る
、
即
ち
未

来
の
希
望
に
つ
な
が
る
防
災
事
業

来
の
希
望
に
つ
な
が
る
防
災
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
は
、
第
５
次
下
田

　

令
和
８
年
度
は
、
第
５
次
下
田

市
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
の

市
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
の

初
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
単
年

初
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
単
年

度
は
も
と
よ
り
、
中
長
期
を
視
野

度
は
も
と
よ
り
、
中
長
期
を
視
野

に
入
れ
た
よ
り
実
効
性
の
あ
る
予

に
入
れ
た
よ
り
実
効
性
の
あ
る
予

算
と
す
べ
く
、
全
職
員
が
共
通
の

算
と
す
べ
く
、
全
職
員
が
共
通
の

目
標
を
掲
げ
、
高
い
意
識
を
持
っ

目
標
を
掲
げ
、
高
い
意
識
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
上
で
、

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
上
で
、

総
合
計
画
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

の
４
本
の
柱
に
沿
っ
て
予
算
編
成

の
４
本
の
柱
に
沿
っ
て
予
算
編
成

に
当
た
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

に
当
た
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

　本市の貴重な資源である自然、歴史、文化を将来に継承するとともに、快適で良好な住環境を提供し、住む人も訪れる人も
自然のやすらぎと歴史への親しみを感じられる美しく生活しやすいまちを目指してまいります。

　まず、本市の財産である海の環境保全では、グローカル CITY プロジェクトの一環で、海洋環境の保全に向けた海の環境教育、

海水浴場や海岸での清掃活動、外来植物の駆除、海の通年活用等を推進し、美しい海の継承に努めてまいります。

　さらに、本市の自然や歴史、文化によって形成されてきた各地域の良好な景観を生かすため、各地域ごとの景観計画ガイド

ラインの作成を進め、下田登録まち遺産や歴史的風致形成建造物の保全と活用に努めてまいります。

　その他、持続可能な里山づくり、ごみ処理施設計画の見直しやごみの減量化・資源化、伊豆縦貫自動車道の更なる事業促進

や道の駅整備、適切な道路環境の保全や橋梁の長寿命化と安全性の確保、持続可能な地域公共交通の構築や市役所用地を含む

伊豆急下田駅周辺地区の整備基本構想の策定、敷根公園屋内温水プールの長寿命化計画を策定し、伊豆縦貫自動車道の発生土

を活用した新たな公園整備も検討してまいります。

２．郷土への誇りと愛着を育むまち
　子どもたちが、未来の下田を担う人材になれるよう、魅力ある教育内容を提供し、確かな学力と豊かな心、健やか
な身体の育成に取り組むとともに、市民がまちに愛着を持ち、地域を支える人材となって、自分らしく輝いて暮らせ
る環境づくりを目指してまいります。
　グローカル人材の育成に向けた姉妹都市ニューポート市や大学と連携した国際交流事業を通じ、国際的な視野と異
文化への理解を養うとともに、地域資源や地域人材を活用した地域体験学習活動を推進してまいります。高等学校等
通学への支援につきましては、家庭環境にかかわらず進路を選択できる環境整備と、市内または賀茂地域内の高等学
校の存続を目指し、新たに高等学校通学費補助制度を創設し、支援に取り組みます。
　その他、図書館機能と公民館機能の一体化による新しい文化と交流の創出拠点の整備やまちじゅう図書館事業の推
進、サーフシティの推進、誰もがスポーツを楽しめる環境づくりや官民連携組織「下田市スポーツコミッション」に
よるスポーツ合宿・大会の誘致を進め、健康的で活力ある社会の実現を目指します。

３．人が集い、活力のあるまち
　従来の観光に磨きをかけ、さらに社会の価値観やライフスタイルの変化を捉え、生活と観光のいずれも楽しめる魅
力あるまちづくりとともに、幅広い人々が集い、にぎわう、活力のあるまちを目指してまいります。
　令和８年度を初年度とする第３次下田市観光まちづくり推進計画（令和８～ 12 年度）に基づき、本市固有の自然や
歴史、文化、暮らしといったオーセンティック（日常にある本物）を本市の観光的価値と位置付け、その価値を最大
限に活かす観光を推進してまいります。また、観光を持続的に主要産業として発展させていくため、あらゆるステー
クホルダーがそれぞれの役割を明確にし、その強みを発揮できるよう支援し、地域が一体となった観光まちづくりを
推進してまいります。　

４．安全・安心なまち
　自然災害の脅威、犯罪や事件・事故に備え、市民の生命・財産を守り、安全・安心を実感できるまち、障害・年齢・
性別等にかかわらず、誰もが個性を認め、互いに支え合いながら、心身ともに健康でいきいきと暮らせるまちを目指
してまいります。
　南海トラフ巨大地震を始めとする自然災害に備えるため、災害用備蓄品の購入や災害情報管理システムの強化、可
搬型空調機の配備等避難関連施設の整備を進めるとともに、防災講演会による市民意識の啓発や災害対策用品購入へ
の補助等を実施し、避難の生活環境改善を進めてまいります。
　さらに、各種団体等との避難関連の協定の締結や様々な機関や団体と連携した訓練の実施、ボランティアとの連携
強化を図るなど、関係機関との連携、情報共有を進め、「危機管理投資」を展開します。
耐震改修につきましては、地震による住宅の倒壊を防ぎ、一人でも多くの命を救うため、安価で効果的な耐震改修支
援制度のさらなる推進を図るとともに、防災ベッド整備事業等の減災事業も実施し、住宅の安全対策を推進してまい
ります。

～課題を正確に捉え、～課題を正確に捉え、
                      課題に応じた連携「つながり」を強化～                      課題に応じた連携「つながり」を強化～

３月定例会の様子３月定例会の様子



- ５ - 広報しもだ 2026. ４月号 広報しもだ 2026. ４月号 - ４ -

◆
つ
な
が
る

◆
つ
な
が
る

①
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
誘
致
に
向
け
た

　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
配
置　

　

デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
の
誘
致
に
向
け
、

新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
配
置
し
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
滞
在
宿
泊

施
設
の
情
報
提
供
等
を
進
め
る
こ
と
で

関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
を
図
る
も
の
。

・
事
業
費
（
隊
員
報
償
費
と
活
動
費
補

　

助
金
）　
　
　
　
　
　

４
５
７
万
円

②
二
地
域
居
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置

　

昨
年
度
に
新
た
に
配
置
し
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
継
続
し
、
二
地
域
居

住
に
関
す
る
情
報
発
信
や
相
談
体
制
の

強
化
、
滞
在
施
設
の
設
置
等
を
進
め
て

い
く
も
の
。

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
報
償
費
と
活
動

　

費
補
助
金　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

③
事
業
承
継
の
推
進

　

市
内
事
業
所
の
事
業
承
継
を
促
す
た

め
、
事
業
承
継
支
援
機
関
に
委
託
し
、

金
融
機
関
向
け
研
修
会
の
開
催
や
事
業

所
訪
問
を
実
施
す
る
も
の
。

・
事
業
承
継
推
進
業
務
委
託　

95
万
円

④
沼
田
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
60
周
年
記
念
事
業

　

群
馬
県
沼
田
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携

が
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
８
月

に
開
催
さ
れ
る
沼
田
ま
つ
り
へ
の
市
民

号
に
よ
る
訪
問
や
物
産
展
等
を
企
画
。

・
実
行
委
員
会
補
助
金　

90
万
円
ほ
か

⑤
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助
金
の
新
設

　

保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
よ

る
子
育
て
・
就
学
支
援
、
高
等
学
校
の

存
続
に
よ
る
地
域
力
の
維
持
、
公
共
交

通
の
利
用
促
進
に
よ
る
渋
滞
緩
和
等
を

目
的
に
通
学
定
期
費
用
に
対
す
る
補
助

を
行
う
も
の
。

・
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助
金

900
万
円

⑥
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

（
補
助
制
度
の
新
設
）

　

芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
向

け
、
新
た
な
補
助
制
度
を
設
定
。

・
文
化
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
支
援
補
助
金

30
万
円

・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
費
補

　

助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

⑦
新
し
い
文
化
と
交
流
の
創
出
拠
点

と
な
る
施
設
整
備
に
向
け
た
検
討

　

教
育
委
員
会
移
転
後
の
中
央
公
民
館

の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
図
書

館
機
能
と
公
民
館
機
能
の
一
体
化
に
よ

る
新
し
い
生
涯
学
習
拠
点
の
整
備
を
目

指
す
も
の
。

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
経
費
60
万
円

◆
危
機
管
理
投
資

⑧
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置　
　

　

避
難
所
機
能
の
強
化
と
教
育
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
、
下
田
中
学
校
屋
内

運
動
場
（
体
育
館
）
と
武
道
場
に
空
調

設
備
を
設
置
す
る
も
の
。

・
実
施
設
計　
　
　
　
　

672
万
１
千
円

⑨
災
害
対
策
用
品
等

購
入
費
補
助
金
の
新
設

　

自
助
の
強
化
を
図
る
た
め
、
災
害
対

策
用
品
（
防
災
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
）
を
購

入
し
た
費
用
の
１
／
２
、１
件
当
た
り

上
限
５
千
円
を
補
助
す
る
も
の
。

・
災
害
対
策
用
品
等
購
入
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

100
万
円

⑩
耐
震
改
修
支
援
制
度
の
推
進　

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
を
防
ぎ
、
一

人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
、
昨
年
度

か
ら
安
価
で
効
果
的
な
耐
震
改
修
（
低
コ

ス
ト
工
法
）
に
対
す
る
独
自
支
援
制
度
を

設
け
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
推
進
。　
　
　
　
　
　
　
　

・
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
費
補
助
金

１
，
４
５
０
万
円

・
防
災
ベ
ッ
ド
整
備
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

40
万
円
ほ
か

⑪
伊
豆
縦
貫
道
建
設
促
進
事
業

　

（
仮
称
）
下
田
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
に
お
い
て
、
地
域
振
興
や
防
災

等
の
多
機
能
な
拠
点
と
な
る
道
の
駅
整

備
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
費
用
の

ほ
か
、
（
仮
称
）
箕
作
広
場
の
整
備
工

事
費
等
を
計
上
。

・
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
策

定
業
務
委
託　
　
　

２
，
７
０
０
万
円

⑫
消
防
団
第
６
分
団
統
合
詰
所
整
備
事
業

　

津
波
浸
水
域
内
に
あ
る
第
６
分
団
第

１
部
詰
所
（
吉
佐
美
）
及
び
老
朽
化
し

た
第
６
分
団
第
２
部
詰
所
（
大
賀
茂
）

を
統
合
・
再
編
し
、
地
区
防
災
セ
ン

タ
ー
を
備
え
た
新
た
な
消
防
団
詰
所
を

整
備
す
る
も
の
。

・
第
６
分
団
統
合
詰
所
建
設
工
事
監
理

業
務
委
託　
　
　
　
　
　
　
　

350
万
円

・
第
６
分
団
統
合
詰
所
建
設
工
事

１
億
３
，
０
０
０
万
円

⑬
田
牛
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

　

田
牛
地
区
に
お
い
て
、
静
岡
県
第
４

次
地
震
被
害
想
定
（
レ
ベ
ル
１
）
に
応

じ
た
海
岸
保
全
施
設
（
堤
防
・
水
門
・

陸
閘
）
の
整
備
を
行
い
、
津
波
被
害
の

軽
減
を
目
指
す
も
の
。

・
護
岸
設
置
工
ほ
か

１
億
３
，
０
０
０
万
円

⑭
庁
舎
建
設
事
業

　

５
月
の
全
面
開
庁
に
向
け
、
施
工
中

の
外
構
工
事
の
ほ
か
、
移
転
関
連
費
用

を
計
上
。
移
転
後
の
東
本
郷
庁
舎
用
地

に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
等
の

事
業
手
法
等
も
含
め
、
伊
豆
急
下
田
駅

周
辺
地
区
一
帯
と
し
て
の
整
備
基
本
構

想
を
策
定
し
て
い
く
。

・
新
庁
舎
整
備
工
事
（
外
構
）

　
　
　
　
　
　

５
，
３
０
０
万
円
ほ
か

令和８年度　主な事業令和８年度　主な事業

◆
グ
ロ
ー
カ
ル
Ｃ
Ｉ

◆
グ
ロ
ー
カ
ル
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｔ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一般会計予算125億5,200万円の内訳

特別会計及び事業会計当初予算

200万円
730万円
400万円

28億5,300万円
27億3,700万円
5億3,700万円
12億2,380万円
18億7,860万円

3,610万円
92億7,880万円

-9.1%
-2.7%
-79.8%
-2.2%
0.5%
8.5%
-2.9%
24.9%
-1.9%
3.5%

増減率予 算 額特 別 会 計
稲 梓 財 産 区
下田駅前広場整備事業
公 共 用 地 取 得
国 民 健 康 保 険 事 業
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
漁 業 集 落 排 水 事 業

合 計

歳出の性質別構成比率

人件費

扶助費

公債費

補助費等

物件費

維持補修費

普通建設事業費

災害復旧事業費

繰出金

積立金

投資及び出資金

義務的経費
43.7％

性　質 区　分 構成比率

消費的経費
35.3％

投資的経費
8.5％

予備費
0.4％

その他の経費
12.1％

19.4％

15.9％

8.4％

16.8％

18.1％

0.4％

8.5％

0％

9.0％

2.6％

0.5％

0.4％

県支出金
6億9,436万円
5.5%

国庫支出金
16億3,560万円
13.0%

地方交付税
36億円
28.7% 市債

7億2,050万円
5.8%

市税
27億9,760万円

22.3%

地方消費税交付金ほか
8億3,787万円
6.7%

繰入金、諸収入ほか
22億6,607万円

18.0%

自主財源

自依
存
財

源

主
財

源

依存財源
50億6,367万（40.3％）
74億8,833万（59.7％）

予備費ほか
4,401万円 0.4%

議会費
1億739万円
0.9%0.9%
商工費
3億7,181万円
3.0%3.0%
農林水産業費
3億7,624万円
3.0%3.0%
消防費
6億4,051万円
5.1%5.1%
教育費
9億7,214万円
7.7%

公債費
10億5,344万円
8.4%

衛生費
13億431万円
10.4%

土木費
14億4,833万円

11.5%

総務費
23億5,143万円

18.7%

民生費
38億8,239万円

30.9%
歳 出
125.5
億円

歳 入
125.5
億円

◎
用
語
解
説

一
般
会
計
…
市
の
行
政
運
営
に
係

る
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計

特
別
会
計
…
一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
と
区
別
し
て
別
に
処
理
す
る
た

め
の
会
計

自
主
財
源
…
市
が
自
主
的
に
収
入

で
き
る
財
源

依
存
財
源
…
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
収
入

一般会計当初予算の推移（過去5年間）
140

100

135

130

105

110

115

120

125

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

令和
7年度

令和
8年度

（億円）

予備費

令
和
８
年
度

予
算
概
要

　

当
初
予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
及

び
全
特
別
会
計
等
を
合
わ
せ
て
、
２

１
８
億
３
，
０
８
０
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
７
億
５
，
５
２
０
万
円
、

３
・
３
％
の
減
と
な
り
、
各
会
計
間

の
重
複
額
を
除
い
た
純
計
額
は
、
２

０
４
億
３
，
１
５
４
万
４
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
８
億
３
，
３
０
７
万

５
千
円
、
３
・
９
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
一
般
会
計
は
１
２
５
億
５
，

２
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

10
億
６
，
８
０
０
万
円
、
７
・
８
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
（
性
質
別
）
に

つ
い
て
は
、
自
主
財
源
が
50
億
６
，

３
６
７
万
２
千
円
で
歳
入
全
体
の

40
・
３
％
を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ

６
，
６
５
４
万
９
千
円
の
減
、
依
存

財
源
は
74
億
８
，
８
３
２
万
８
千
円

で
歳
入
全
体
の
59
・
７
％
を
占
め
、

前
年
度
に
比
べ
10
億
１
４
５
万
１

千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。



　

５
月
７
日
よ
り
新
庁
舎
の
全
面

開
庁
に
合
わ
せ
、
現
行
の
窓
口
開

庁
時
間
を
見
直
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
窓
口
開
庁
前
の
準
備
及
び

窓
口
閉
庁
後
の
事
務
整
理
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高

い
正
確
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
繁
忙
期
等

に
は
平
日
の
窓
口
延
長
・
休
日
受

付
を
実
施
し
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や

電
子
申
請
の
拡
充
等
、
柔
軟
で
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
運
営
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
試
行
開
始
日

令
和
８
年
５
月
７
日
（
木
）

※
約
半
年
後
を
目
途
に
、
本
格
導　

　

入
を
目
指
し
ま
す
。

〇
窓
口
開
庁
時
間

・
５
月
１
日
（
金
）
ま
で

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

・
５
月
７
日
（
木
）
よ
り

　
　
　
　

９
時
～
16
時

　

約
40
年
に
わ
た
り
地
域
に
親
し

ま
れ
て
き
た
旧
稲
生
沢
中
学
校
が
、

お
よ
そ
１
年
９
か
月
の
工
事
期
間

を
経
て
、
下
田
市
役
所
と
し
て
新

た
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
５
月
７
日

に
全
面
開
庁
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
開
庁
に
先
立
ち
、
落
成

記
念
式
典
及
び
内
覧
会
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
完

成
し
た
ば
か
り
の
新
庁
舎
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

〇
日
に
ち　

４
月
19
日
（
日
）

・
落
成
記
念
式
典　

10
時

・
内
覧
会　

式
典
終
了
後
～
15
時

〇
会
場　

市
役
所
新
庁
舎

※
現
河
内
庁
舎
（
河
内
101
番
地
の
１
）

〇
駐
車
場　

庁
舎
北
側
駐
車
場

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。
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新
庁
舎
整
備
事
業

新
庁
舎
整
備
事
業　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
先　

総
務
課
庁
舎
管
理
係

（
河
内
庁
舎
３
階
）
☎
㉒
３
９
１
１

3 4
あ と

日

新庁舎
全面開庁まで

新
庁
舎
は
、

新
庁
舎
は
、

　

令
和
８
年
５
月
７
日
（
木
）
に

　

令
和
８
年
５
月
７
日
（
木
）
に

全
面
開
庁
し
ま
す

全
面
開
庁
し
ま
す
‼‼

新
庁
舎
お
披
露
目
！

 

落
成
記
念
式
典

　
　

  

・
内
覧
会

の
お
知
ら
せ

【駐車場のご案内】【駐車場のご案内】
国道 414 号「蓮台寺駅前」交差点を曲がり、国道 414 号「蓮台寺駅前」交差点を曲がり、
ハンディホームセンター駐車場手前を左折ハンディホームセンター駐車場手前を左折

【蓮台寺駅前】【蓮台寺駅前】

５
月
７
日
（
木
）
開
庁
よ
り

庁
舎
窓
口
の　

開
庁
時
間
を　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

変
更
し
ま
す

問
合
せ
先　

　

総
務
課

　
　

情
報
推
進
係

　
　

☎
㉒
３
９
２
１

※
電
話
受
付
は
、
従
来
ど
お
り
８

　

時
30
分
～
17
時
15
分
と
し
ま
す
。

※
試
行
期
間
中
に
、
窓
口
の
利
用

　

状
況
や
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
影

　

響
等
、
ま
た
業
務
運
用
上
の
課

　

題
等
を
検
証
し
、
必
要
な
改
善

　

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

〇
導
入
の
経
緯

　

持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
考
え

て
い
く
上
で
、
限
ら
れ
た
人
員
や

予
算
を
効
果
的
に
活
用
し
、
よ
り

質
の
高
い
、
ま
た
、
効
率
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
現
状
の
窓
口
状
況
に
つ

い
て
見
て
み
る
と
、
令
和
４
年
度

か
ら
の
３
か
年
平
均
に
お
い
て
、

窓
口
開
庁
時
間
の
見
直
し
で
閉
庁

す
る
８
時
30
分
～
９
時
と
16
時
～

17
時
15
分
で
は
、
年
平
均
約
２
，

４
０
０
件
、
全
体
の
お
よ
そ

13.2
％

の
利
用
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
一

方
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
数
は
、
令

和
４
年
度
の
２
，
０
５
７
件
か
ら

令
和
６
年
度
に
は
３
，
６
８
４
件

と
約
1.8
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
、
よ
り

効
果
的
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
検
討
か
ら
、
今
回
の
見
直
し

へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

〇
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を

　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
店
舗
に
設
置
さ
れ
て
い
る
キ

オ
ス
ク
端
末（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）

の
所
定
の
場
所
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
電
子
証
明
書
を
搭

載
済
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
置
き
、

画
面
に
表
示
さ
れ
て
い
る
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
取
得
で
き
る
証
明

書
等
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
市

役
所
窓
口
よ
り
手
数
料
が
１
０
０

円
安
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
４
桁

　

の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

証明書の種類 手数料 取得可能時間

住民票の写し 200 円
６時 30 分

～

23 時 00 分

印鑑登録証明 200 円
課税（非課税）

証明書 200 円

所得証明書 200 円
戸籍全部（個人）

事項証明書 350 円 ８時 30 分
～

17 時 15 分戸籍の附票の写し 200 円

開庁時間変更に
ついて（試行）

（市 HP）

重点支援地方交付金
活用事業のお知らせ

　国の令和７年度補正予算、物価高
騰対応重点支援地方交付金を活用し
た事業を下記のとおり実施します。

◆プレミアム付商品券販売事業【プレミアム率 100％】◆プレミアム付商品券販売事業【プレミアム率 100％】

〇販売価格〇販売価格    　　１冊 5,000 円　　〇販売部数  〇販売部数  　　２万冊

〇対象者  〇対象者  　　下田市民

〇スケジュール  〇スケジュール  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ご案内：4/20 新聞折込みチラシ、市民メール等　

・販売応募受付期間：４月 20 日～５月 15 日　　〇問合せ先  〇問合せ先  

・引換ハガキの発送：５月下旬　　　　　　　　  　産業振興課

・商品券の販売期間：６月１日～６月 26 日              ☎㉒３９１４

・商品の使用期間：６月１日～９月 30 日 　　　　  下田商工会議所 

〇その他  〇その他  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎㉒１１８１

・１冊につき、10,000 円分使用可能（市内指定店舗で使用可）

・抽選販売（１人最大３冊まで応募可 / 必ず１冊は購入可能）

◆水道使用料金減免事業◆水道使用料金減免事業

〇事業概要〇事業概要    　　

　　令和８年５月分から８月分までの水道料金基本

料金を減免します。対象世帯には、５月に通知し

ます。

〇問合せ先  〇問合せ先  　　上下水道課　☎㉒１２００

◆低所得者向け給付金事業◆低所得者向け給付金事業

〇事業概要〇事業概要    　　

　　令和７年度市民税非課税の世帯を対象に、１世

帯当たり 10,000 円を給付します。対象世帯には、

７月に通知します。（給付金支払い８月予定）

〇問合せ先  〇問合せ先  　　下田市給付金窓口　☎㉒２５７１

◆高等学校等通学費補助制度◆高等学校等通学費補助制度
　　保護者の経済的負担の軽減、市内及び賀茂地域高等学校への通学支援並びに市内公共交通の利用促進

を目的とし、高等学校等への通学費を補助します。

〇対象者  〇対象者  　　下田市民であり、市内から高等学校等へ通学する生徒の保護者

〇対象経費  〇対象経費  　　通学定期券（ひと月当たり５千円を超える場合が対象。路線バスの場合は乗車又は下車

のいずれかが市内バス停であること。）※令和８年４月１日以降に購入した通学定期券費用が対象です。

〇補助額  〇補助額  　　ひと月当たり５千円を控除した通学定期券費用に、次の率を乗じた額を補助します。

①下田高校　２０％　②南伊豆分校、松崎高校、稲取高校　１５％　③賀茂郡外の高校　１０％

※百円未満は切捨て　※補助額は年最大６万円

〇申請方法  〇申請方法    
Ⅰ　路線バスの場合

　必要書類をご用意の上、次の窓口に提出することで、補助金相当額を差し引いた金額により通学定期

券を購入できます。①東海バス下田事業所　②東海バス下田駅前案内所

【必要な書類】

・申請書（市 HP からダウンロード又は購入窓口からも入手可）

・下田市民の証明書類（マイナンバーカードの写し等）（生徒、保護者両方）

・高等学校等在学中であることが分かる証明書類（学生証、合格通知証等）

Ⅱ　電車の場合・複数公共交通機関を乗り継ぐ場合

　当該年度に購入した通学定期券について、年度末に市へまとめて申請していただくと、市が指定口座

へ補助金を振り込みます。                                                          〇問合せ先  〇問合せ先  
※手続方法の詳細は、申請受付時期に改めてお知らせします。        学校教育課　☎㉓３９２９

　（購入時の領収書を保管しておいてください。）
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～
近
く
て
便
利
な
年
金
相
談
～

～
近
く
て
便
利
な
年
金
相
談
～

助
け
あ
い
、

助
け
あ
い
、

　

支
え
あ
う

　

支
え
あ
う

　
　

「年
金
」
っ
て

　
　

「年
金
」
っ
て

と
っ
て
も
大
事

と
っ
て
も
大
事

　

年
金
相
談
で
は
、
年
金
事
務
所

の
職
員
が
年
金
の
請
求
や
年
金
見

込
額
の
照
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

相
談
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

年
金
相
談
時
に
必
要
な
も
の

身
分
証
明
書
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
等

※
そ
の
他
、
必
要
書
類
に
つ
い
て

※
そ
の
他
、
必
要
書
類
に
つ
い
て

　

は
予
約
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

は
予
約
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

☎
㉒
３
９
２
２

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
③
）
※
5/1
ま
で

（
河
内
庁
舎
本
館
２
階
）
※
5/7
か
ら

◆
年
金
相
談
に
関
す
る
一
般
的
な
問

　

い
合
わ
せ
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

　

ル
」
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

出張相談日程
（市 HP）

防災かわら版防災かわら版
問合せ先　防災安全課防災係（河内庁舎２階）　☎問合せ先　防災安全課防災係（河内庁舎２階）　☎㊱㊱４１４５４１４５

〇申請方法
購入後３か月以内に以下の３点の書類を提出してください。
①交付申請書兼請求書（様式第１号） ②取付箇所の写真 
③領収書の写し
〇対象となるもの
L 字金具、つっぱり棒、ベルト、食器棚等の留め金具　など
〇補助額
対象経費の２分の１以内
〇上限額
・自ら取り付けた場合　　→ 10,000 円
・事業者による取付の場合→ 20,000 円
（購入費 10,000 円、取付費 10,000 円）

■家具等転倒防止促進事業費補助金

～各種補助制度のご案内～

■感震ブレーカー整備費補助金
〇申請方法
工事前に以下の３点の書類を提出してください。
①交付申請書（様式第１号） ②設置箇所の写真（設置前）
③見積書の写し
～交付決定通知書が届いたら～
事業者へ工事を依頼してください。
～工事が完了したら～
事業者へ工事代金を支払い後、以下の３点の書類を提出し
てください。
①設置箇所の写真（設置後） ②領収書の写し ③交付請求書

（様式第６号）
〇補助額　　　　　　　　　　〇上限額
対象経費の３分の２以内　　　　　　５万円

■家庭用ポータブル発電機等購入費補助金

〇申請方法
購入前に以下の４点の書類を提出してください。
①交付申請書（様式第１号） ②仕様が分かるカタログ等の
写し ③運転免許証、住民票等の写し ④見積書の写し
～交付決定通知書が届いたら～
申請した家庭用ポータブル発電機等を購入してください。
～購入が完了したら～
代金支払い後、以下の２点の書類を提出してください。
①本人と発電機等が写っている写真 ②領収書の写し
〇補助額　対象経費の２分の１以内　〇上限額　４万円
〇申請期限　２月末まで

〇その１〇その１
３万円以上の支出が見込まれる場合は、２者以上の見積書
が必要になります。（下田市補助金交付規則第 18 条）

〇その２〇その２
感震ブレーカー整備費補助金、家庭用ポータブル発電機等
購入費補助金については、事前申請となりますので事業に
取り掛かる前に必ず申請してください。
〇その３〇その３
家具等転倒防止促進事業費補助金、感震ブレーカー整備費
補助金は住宅または併用住宅一戸につき１回限り、家庭用
ポータブル発電機等購入費補助金は１世帯につき１回限り
の申請となります。
〇その 4〇その 4
予算には限りがあるため、申請をお考えの方は防災安全課
まで一度お問合せください。

▲ 注意事項 ▲▲ 注意事項 ▲

分
電
盤
タ
イ
プ

【
内
蔵
型
】

※交流 100V 出力端子を備えたもの

このマークの
施設が対象です

市 HP プリーズコミュニ
ティ株式会社 HP

感謝状贈呈式の様子

　

令
和
８
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
医
療
分
」

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」「
介
護

分
」
の
３
つ
の
区
分
に
加
え
、
新

た
に
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

分
」
が
加
わ
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
」

は
、
国
が
取
り
組
む
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
制
度
」
に
伴
い
、
皆

さ
ん
が
加
入
す
る
医
療
保
険
（
国

民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・

社
会
保
険
等
）
の
保
険
料
（
税
）

か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

分
」
を
賦
課
・
徴
収
す
る
も
の
で
、

全
国
一
律
で
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
健

康
と
暮
ら
し
を
支
え
、
持
続
可
能

な
国
保
制
度
の
運
営
と
、
安
定
し

た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け

る
た
め
、
令
和
８
年
度
は
下
記
の

通
り
の
税
率
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

令
和
８
年
度

　

国
民
健
康

　
　

保
険
税

　
　
　

の
お
知
ら
せ

　

問
合
せ
先　市

民
保
健
課
国
保
年
金
係

☎
㉒
３
９
２
２

令和８年度の国民健康保険税の納税通知書は７月中旬に郵送します。

区
分

医療分
（75 歳未満）

後期高齢者支援金分
（75 歳未満）

介護分
（40 歳以上 65 歳未満）

子ども・子育て支援
金分（18 歳以上）

７年度 ８年度 ７年度 ８年度 ７年度 ８年度 ８年度
所
得
税

前年中の総所得から
基礎控除 43 万円を
差し引いた額

5.80％ 6.86％ 2.45％ 2.64％ 2.00％ 2.18％ 0.27％

均
等
割

被保険者１人につき 23,500 円 29,300 円 9,700 円 11,100 円 14,400 円 15,800 円
1,739 円

18 歳以上均等割（注１）

146 円

平
等
割

１世帯につき 15,400 円 19,000 円 6,400 円 7,200 円 ― ― ―

課税限度額
（上記３つの合計額の上限） 66 万円 67 万円 26 万円 26 万円 17 万円 17 万円 ３万円

※世帯主及び国保加入者全員の所得の合計が一定規準以下の世帯については、国保税の均等割額と平等割額を減額する軽減
措置があります。（申請は不要です）

（注１）：子ども子育て支援金の賦課方式は、「18 歳未満被保険者」と「18 歳以上被保険者」で異なり、「18 歳未満被保険者」
は均等割が賦課されませんが、「18 歳以上被保険者」は均等割に加え「18 歳以上均等割」が賦課されます。これは 18 歳未
満の下田市国保被保険者の均等割の総額を、18 歳以上の下田市国保被保険者で負担するものです。

税率

課税対象

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
は
、
医
療
分
と
子
ど
も
分
そ
れ

ぞ
れ
の
被
保
険
者
全
員
が
負
担
す

る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険
者
の

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
を
合
計
し
て
、
個

人
単
位
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、医
療
分
の
保
険
料
率（
均

等
割
と
所
得
割
率
）
は
２
年
ご
と
、

子
ど
も
分
の
保
険
料
率
（
均
等
割

と
所
得
割
率
）
は
１
年
ご
と
各
都

道
府
県
の
広
域
連
合
が
算
定
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
８
・
９

年
度
の
保
険
料
率
は
次
の
と
お
り

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
・
９
年
度

 

後
期
高
齢
者
医
療

  

保
険
料
率
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改
定
さ
れ
ま
す

　

問
合
せ
先　市

民
保
健
課
国
保
年
金
係

☎
㉒
３
９
２
２

１．医療分の保険料について
●令和８・９年度の保険料率等

令和７年度 令和８・９年度
所得割率 9.49％ 9.35％
均等割額 47,000 円 51,100 円

賦課限度額 80 万円 85 万円
※令和６年度は一部、激変緩和措置があるため省略

２．子ども分の保険料について
　「子ども・子育て支援金制度」が令和８年４月
1 日から始まります。
　「子ども・子育て支援金制度」は全世代の皆様
から支援金を拠出いただき、それによる子育て
世帯に対する給付の拡充を通じて、子どもや子
育て世帯を社会全体で応援する仕組みです。

令和８年度

所得割率 0.25％

均等割額 1,400 円

賦課限度額 21,000 円

３．均等割額の軽減対象の拡大

　均等割額の５割軽減及び２割軽減について、所得の低い方の負担軽減を図るため、軽減判定所得基準額が引き上げられ、
軽減対象者が拡大されました。

●均等割額の軽減判定所得基準額（世帯主及び世帯の全ての被保険者の総所得金額等の合計）

区分 令和７年度 令和８年度

７割軽減※１
43 万円＋（給与所得者等の数※ 2 －１）× 10 万円
以下のとき

43 万円＋（給与所得者等の数※ 2 －１）× 10 万円
以下のとき

５割軽減 43 万円＋（給与所得者等の数※ 2 －１）× 10 万円
＋ 30.5 万円×世帯の被保険者数

43 万円＋（給与所得者等の数※ 2 －１）× 10 万円
＋ 31 万円×世帯の被保険者数

２割軽減 43 万円＋（給与所得者等の数※ 2 －１）× 10 万円
＋ 56 万円×世帯の被保険者数

43 万円＋（給与所得者等の数※ 2 －１）× 10 万円
＋ 57 万円×世帯の被保険者数

※１　静岡県は令和８・９年度の医療分のみ 7.2 割軽減
※２　給与所得を有する人（給与収入 55 万超）または公的年金等に係る所得を有する人（公的年金等の収入額 60 万超（65 歳未満）または 110 万円超（65
歳以上））（★）の数★公的年金等に係る特別控除（15 万円）後は 110 万を 125 万円となるように読み替えます。なお、給与に専従者控除のみなし給与や青色
事業専従者給与は含まれません。

・
本
社
所
在
地　

神
奈
川
県
横
浜

市
港
北
区
箕
輪
町
２
―
５
ー
３

・
下
田
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
の
た

め
の
観
光
づ
く
り
事
業　

　　

回
線
事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

提
供
終
了
に
伴
い
、
令
和
８
年
３

月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
「
下
田
市

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
」
を
終
了

し
ま
し
た
。

問
合
せ
先

企
画
課
企
画
調
整
係

（
河
内
庁
舎
２
階
）
☎
㉒
２
２
１
２

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

御
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

〇
株
式
会
社
プ
リ
ー
ズ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

様

下
田
市
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

終
了
の
お
知
ら
せ



問合せ先：地域子育て支援センター　☎㉗２２００

お ひ な 様 製 作

  1日(金)　こどもの日の会

  2日(土)　開館日　

11日(月)　体育館で遊ぼう　9:30～11:00

　　　　 　場所：市民スポーツセンター　

16日(土)　開館日

18日(月)　体操教室　10:00～11:00　

　　　　　 場所：市民スポーツセンター

19日(火)　誕生会　10:30～11:00　

20日(水)　健康講話 

22日(金)　おでかけ広場（海遊公園）　9:45～11:00

25日(月)　発育測定・育児相談　9:00～11:00

　　　　　 保健師・栄養士来所

27日(水)　歯のお話　講師：河井恵美子

29日(金)　図書館出前講座　10:30～11:00

※予定は変更になる場合があります。

　詳細は子育て支援センターまでお問い合わせください。

交 通 安 全 教 室年 齢 別 ル ー ム

　

こ
ん
に
ち
は
、
教
育
長
で
す

大
切
な
カ
バ
ン

誕 生 会

　

真
新
し
い
カ
ラ
フ
ル
な
ラ
ン
ド
セ

　

真
新
し
い
カ
ラ
フ
ル
な
ラ
ン
ド
セ

ル
や
リ
ュ
ッ
ク
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を

ル
や
リ
ュ
ッ
ク
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を

く
ぐ
り
ま
す
。
心
躍
る
季
節
で
す
。

く
ぐ
り
ま
す
。
心
躍
る
季
節
で
す
。

少
し
前
ま
で
は
本
革
の
赤
、
黒
の
ラ

少
し
前
ま
で
は
本
革
の
赤
、
黒
の
ラ

ン
ド
セ
ル
が
定
番
で
、
そ
れ
だ
け
で

ン
ド
セ
ル
が
定
番
で
、
そ
れ
だ
け
で

重
い
も
の
で
し
た
。
児
童
が
背
負
う

重
い
も
の
で
し
た
。
児
童
が
背
負
う

ラ
ン
ド
セ
ル
は
「
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
３

ラ
ン
ド
セ
ル
は
「
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
３

個
分
」
ほ
ど
の
重
さ
だ
と
、
面
白
い

個
分
」
ほ
ど
の
重
さ
だ
と
、
面
白
い

例
え
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル

　

ラ
ン
ド
セ
ル((

以
下
カ
バ
ン

以
下
カ
バ
ン))

一一

杯
に
勉
強
道
具
を
詰
め
込
ん
で
学

杯
に
勉
強
道
具
を
詰
め
込
ん
で
学

校
に
、
そ
し
て
ま
た
帰
り
も
詰
め
込

校
に
、
そ
し
て
ま
た
帰
り
も
詰
め
込

ん
で
自
宅
に
。
し
か
し
、
カ
バ
ン

ん
で
自
宅
に
。
し
か
し
、
カ
バ
ン

に
入
れ
る
も
の
は
教
科
書
や
ノ
ー

に
入
れ
る
も
の
は
教
科
書
や
ノ
ー

ト
、
副
教
材
や
筆
箱
（
ペ
ン
ケ
ー

ト
、
副
教
材
や
筆
箱
（
ペ
ン
ケ
ー

ス
？
）
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

ス
？
）
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

楽
し
か
っ
た
こ
と
や
嬉
し
か
っ
た

楽
し
か
っ
た
こ
と
や
嬉
し
か
っ
た

こ
と
、
悲
し
か
っ
た
こ
と
や
悩
み
、

こ
と
、
悲
し
か
っ
た
こ
と
や
悩
み
、

ぜ
ー
ん
ぶ
入
る
だ
け
詰
め
込
ん
で

ぜ
ー
ん
ぶ
入
る
だ
け
詰
め
込
ん
で

そ
れ
を
背
負
っ
て
学
校
と
家
庭
を

そ
れ
を
背
負
っ
て
学
校
と
家
庭
を

行
き
来
す
る
の
で
す
。
毎
日
が
そ

行
き
来
す
る
の
で
す
。
毎
日
が
そ

の
繰
り
返
し
。
だ
か
ら
、
時
々
あ
る
、

の
繰
り
返
し
。
だ
か
ら
、
時
々
あ
る
、

学
校
行
事
、
例
え
ば
遠
足
と
か
校

学
校
行
事
、
例
え
ば
遠
足
と
か
校

外
学
習
と
か
、
音
楽
会
、
昔
は
写

外
学
習
と
か
、
音
楽
会
、
昔
は
写

生
会
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
子

生
会
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
子

ど
も
に
と
っ
て
は
い
つ
も
と
違
う

ど
も
に
と
っ
て
は
い
つ
も
と
違
う

も
の
を
背
負
っ
て
出
か
け
ら
れ
る

も
の
を
背
負
っ
て
出
か
け
ら
れ
る

時
が
ま
た
新
鮮
で
楽
し
い
の
で
す
。

時
が
ま
た
新
鮮
で
楽
し
い
の
で
す
。

　

帰
宅
す
る
と
、
カ
バ
ン
か
ら
教

　

帰
宅
す
る
と
、
カ
バ
ン
か
ら
教

科
書
、
ノ
ー
ト
の
他
、
そ
の
日
に

科
書
、
ノ
ー
ト
の
他
、
そ
の
日
に

あ
っ
た
出
来
事
を
取
り
出
し
て
家
族

あ
っ
た
出
来
事
を
取
り
出
し
て
家
族

に
話
し
ま
す
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
嬉

に
話
し
ま
す
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
嬉

し
か
っ
た
こ
と
は
い
つ
も
よ
り
声
高

し
か
っ
た
こ
と
は
い
つ
も
よ
り
声
高

に
な
り
会
話
も
弾
み
ま
す
。
し
か
し
、

に
な
り
会
話
も
弾
み
ま
す
。
し
か
し
、

時
に
つ
ら
い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
が

時
に
つ
ら
い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
が

大
き
す
ぎ
て
、
ま
た
は
多
す
ぎ
て
カ

大
き
す
ぎ
て
、
ま
た
は
多
す
ぎ
て
カ

バ
ン
に
入
り
き
ら
な
い
日
も
あ
り
ま

バ
ン
に
入
り
き
ら
な
い
日
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
日
は
教
室
の
隅
に
「
嫌

す
。
そ
ん
な
日
は
教
室
の
隅
に
「
嫌

な
こ
と
」
だ
け
そ
っ
と
下
ろ
し
て
帰

な
こ
と
」
だ
け
そ
っ
と
下
ろ
し
て
帰

り
ま
す
。
子
ど
も
が
全
て
下
校
し
た

り
ま
す
。
子
ど
も
が
全
て
下
校
し
た

暗
い
校
舎
を
職
員
が
見
回
る
と
、
教

暗
い
校
舎
を
職
員
が
見
回
る
と
、
教

室
の
机
や
、
廊
下
の
掲
示
物
に
落
書

室
の
机
や
、
廊
下
の
掲
示
物
に
落
書

き
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

き
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

そ
の
子
の
、
我
が
子
の
カ
バ
ン
に

　

そ
の
子
の
、
我
が
子
の
カ
バ
ン
に

い
っ
た
い
何
が
入
っ
て
い
る
の
か
。

い
っ
た
い
何
が
入
っ
て
い
る
の
か
。

あ
え
て
見
る
必
要
は
な
い
と
思
う

あ
え
て
見
る
必
要
は
な
い
と
思
う

の
で
す
が
、
表
情
や
こ
と
ば
、
些
細

の
で
す
が
、
表
情
や
こ
と
ば
、
些
細

な
反
応
か
ら
敏
感
に
感
じ
取
っ
て

な
反
応
か
ら
敏
感
に
感
じ
取
っ
て

あ
げ
ら
れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。「
乳

あ
げ
ら
れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。「
乳

児
か
ら
肌
を
離
す
な
、
幼
児
か
ら

児
か
ら
肌
を
離
す
な
、
幼
児
か
ら

手
を
離
す
な
、
少
年
か
ら
目
を
離
す

手
を
離
す
な
、
少
年
か
ら
目
を
離
す

な
、
青
年
か
ら
心
を
離
す
な
」
た

な
、
青
年
か
ら
心
を
離
す
な
」
た

し
か
あ
る
大
学
ラ
グ
ビ
ー
の
名
将

し
か
あ
る
大
学
ラ
グ
ビ
ー
の
名
将

の
言
葉
で
す
。
今
日
も
ピ
カ
ピ
カ

の
言
葉
で
す
。
今
日
も
ピ
カ
ピ
カ

の
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。

の
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。

ご
家
族
、
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
地

ご
家
族
、
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
皆
さ
ん
で
温
か
く
見
守
る
社

域
の
皆
さ
ん
で
温
か
く
見
守
る
社

会
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

会
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　暖かな春の日差しにつつまれて新年度がスタートし
ました。
　子育て支援センターは、親子で自由に活動できる場
や子育てに関する相談、情報の提供などを行っていま
す。また第一・第三土曜日の開館を行っています。
　お子さんの健やかな成長を保護者の方とともに願
い、安心して子育てができるように活動を進めていき
たいと思います。たくさんのお友達との出会いを楽し
みにしています。お気軽にお越しください。３/２ 「人生最後の寄附」を希望したものに

　三島信用金庫と遺言を活用した遺贈に関する協定を

締結しました。遺産の全部又は一部を自治体や団体な

どに寄附する「人生最後の寄附」、社会貢献の手段と

して近年注目され、市への遺贈を希望される方に、三

島信用金庫が専門的知見から助言を行います。

３月の
できごと

３/２ 下田の農業の中心的担い手に

　認定農業者と認定新規就農者に認定書を交付しま

した。農業者の５年後の目標や取組内容を農業再生

協議会（農業委員会・農業振興会・JA 等）にて審査

するもので、融資制度や国・県の支援を受けられ、

農業の中心的担い手としての役割が期待されます。

３/ ９ 私らしい生き方、働き方を

　男女共同参画講座「これからの私にワクワクする　

私らしいライフ＆キャリアビジョン」を道の駅開国

下田みなとにて開催しました。これからの生き方、

働き方について、「自分を中心」に据えて前向きに考

えていく大切さを学びました。

３/ ８ 市内各地で津波避難訓練を実施

　東日本大震災の発生から 15 年が経過し、市内では

津波の被害が予想される地域の自主防災会を中心に、

防災訓練を実施しました。実際に避難場所へ移動し

て避難にかかる時間や経路を確認するなど、いざと

いう時に備えた訓練が各地で行われました。

２月 28 日　第 21 回下田市長杯兼第 12 回しず　

　　　　　　　 ぎんカップ ・ スポーツ少年団軟式野

                球下田支部大会

　    ３日　水産 ・ 海洋学講座①

５日　 65 歳ノート活用講座

10 日　 青少年健全育成連絡協議 ・ 青少年補導

　　　　  センター合同研修会

18 日　 下田認定こども園　卒園式

19 日　 市内小中学校卒業式
※掲載情報は、 ３月 27 日時点

３/26 クルーズ船誘致協議会設立
　賀茂郡の１市５町と県及び（一社）美しい伊豆創造

センターとで構成する賀茂地域クルーズ船誘致受入協

議会が発足し、同日クルーズ船事業を展開する R ヨッ

ト（株）と連携協定を締結しました。クルーズ船の誘

致を地域振興、経済活性化に結び付けていきます。

３/25 農林水産大臣官房長賞を受賞

　第 38 回優良ふるさと食品中央コンクール国産畜水

産利用部門において、( 有 ) 渡辺水産「金目鯛ごはん

の素」が農林水産省大臣官房長賞を受賞し、受賞報

告をいただきました。商品開発の苦労や販売後の反

響について伺い、今後の更なる活躍が期待されます。
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住民票、戸籍などの交付手数料

コンビニ交付で 100 円お得！

下
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

４
月
24
日
（
金
）
夜
間
と
25
日

（
土
）
午
前
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

•

４
月
24
日(

金)

　
　
　
　

17
時
15
分
～
19
時
30
分

•

４
月
25
日(

土)

９
時
～
12
時

持
ち
物

•

郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

•

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

•

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、　

　

資
格
確
認
書
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
（
東
本
郷
庁
舎
１
階
）

市
民
保
健
課
市
民
係

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
㉒
１
５
５
１

問
合
せ
先　

市
民
保
健
課
市
民
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

　　

日
本
で
唯
一
海
峡
を
渡
る
蝶

「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」
の
訪
れ
る
里

づ
く
り
を
目
指
し
、「
フ
ジ
バ
カ

マ
苗
」
の
配
布
会
を
実
施
し
ま
す
。

主
催　

下
田
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
会

日
時　

４
月
19
日
（
日
）

11
時
30
分
～
12
時
30
分

会
場　

下
田
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド

配
布
物

・
フ
ジ
バ
カ
マ
苗
（
ポ
ッ
ト
苗
）

※
１
家
族
10
株
ま
で
、
先
着
50
組

※
苗
が
亡
く
な
り
次
第
終
了

持
ち
物

・
軍
手

・
ポ
ッ
ト
持
ち
帰
り
用
の
袋
又
は
箱

そ
の
他

　

申
込
み
は
不
要
で
す
。
現
地
に

て
受
付
け
し
ま
す
。

問
合
せ
先

下
田
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

☎
㉘
１
１
２
６

　

令
和
８
年
６
月
か
ら
特
定
健

診
（
健
康
診
査
）
が
始
ま
り
ま
す
。

ご
自
身
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
と
も
健
診
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
対
象
の
方
に
は
４
月

中
旬
頃
に
案
内
を
発
送
し
ま
す
の

で
、
日
程
等
ご
確
認
の
上
、
ご
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
方
法

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
又
は

郵
送
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

○
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

　

特
定
健
診
で
は
な
く
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
た
い
方
は
、
費
用
の
助

成
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
職
場
や
病
院
で
健
康
診
断
を

受
け
て
い
る
方
へ
お
願
い

　

特
定
健
診
受
診
率
、
医
療
費
適

正
化
の
観
点
か
ら
、
健
診
結
果
の

写
し
（
コ
ピ
ー
）
の
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
又
は
国
保
年
金
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

５
月
１
日
ま
で

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

５
月
７
日
か
ら

（
河
内
庁
舎
本
館
２
階
）
☎
㉒
３
９
２
２

　

誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
命
に
関

わ
る
大
き
な
病
気
や
怪
我
を
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の

時
が
訪
れ
た
時
に
、
70
％
の
方
が

医
療
や
介
護
の
こ
と
な
ど
の
選
択

を
自
分
で
決
め
た
り
人
に
伝
え
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
前

も
っ
て
①
あ
な
た
が
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
（
毎
日
続
け
て
い
る
習

慣
や
自
身
の
思
い
、
財
産
等
も
含

み
ま
す
）
②
延
命
治
療
等
の
医
療

や
介
護
の
希
望
③
あ
な
た
の
代
わ

り
に
希
望
や
思
い
を
伝
え
て
く
れ

る
人
、
緊
急
連
絡
先
等
を
信
頼
の

お
け
る
人
達
と
話
し
合
い
共
有
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
南
伊
豆
町
と
合
同

で
「
も
し
も
の
と
き
の
安
心
ノ
ー

ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
窓
口
に

て
配
布
し
て
い
ま
す
。
話
し
合
い

の
き
っ
か
け
と
し
て
ぜ
ひ
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

５
月
１
日
ま
で

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
④
）
☎
㊱
４
１
４
６

５
月
７
日
か
ら

（
河
内
庁
舎
本
館
２
階
）
☎
㊱
４
１
４
６

４月の納税
納期：４月30日（木）

固 定 資 産 税　 １ 期

※納期内に納めましょう
※納税は便利な口座振替で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
カ
ー
ド
の

　
　
カ
ー
ド
の

    
    

　
　
窓
口
延
長

　
　
窓
口
延
長

美
し
い
里
山
づ
く
り
事
業

美
し
い
里
山
づ
く
り
事
業

　
「
フ
ジ
バ
カ
マ
苗
」

　
「
フ
ジ
バ
カ
マ
苗
」

　
　
　
　

配
布
し
ま
す

　
　
　
　

配
布
し
ま
す
‼‼

令
和
８
年
度
特
定
健
診（
健
康
診
査
）

令
和
８
年
度
特
定
健
診（
健
康
診
査
）

４
月
４
月
2727
日
よ
り
予
約
を
開
始
し
ま
す

日
よ
り
予
約
を
開
始
し
ま
す
‼‼

ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス

Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

下田ひまわり基金法律事務所下田ひまわり基金法律事務所
弁護士　三森　祐二郎弁護士　三森　祐二郎

静岡県弁護士会所属 ＴＥＬ：0558-25-2131

下田市東本郷２丁目９番 15 号伊豆新聞社ビル３階

URL：https://www.shimoda-himawari.com/office.html

まずは、お電話でご相談の予約をお願いします。

法律問題の解決に困ったら、

独りで悩まずに弁護士へご相談ください。

（広告） （広告）

　

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か 

児
童
福
祉
週

間
」
は
、
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
、

こ
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境

に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
全
国
各
地
で
啓
発
事

業
や
行
事
を
行
う
期
間
で
す
。

　

県
内
で
も
、
５
月
５
日
か
ら
11

日
を
中
心
に
、
児
童
福
祉
の
理
念

の
普
及
・
啓
発
の
た
め
、
様
々
な

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、

地
域
で
こ
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を

支
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

県
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
課

☎
０
５
４
‐
２
２
１
‐
３
５
４
６

　

静
岡
県
が
現
在
の
形
で
始
ま
っ

た
の
は
、
１
８
６
７(

明
治
９)

年

８
月
21
日
で
す
。
今
年
は
150
年
が

経
過
し
た
節
目
の
年
で
す
。
年
間

を
通
じ
て
様
々
な
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
ふ
る
さ
と
静
岡
県
の
誕
生
日

を
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ
先

県
企
画
部
広
報
戦
略
課

☎
０
５
４
‐
２
２
１
‐
２
２
３
１

　

身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
、
知

的
障
害
者
及
び
精
神
障
害
者
の
方

の
通
院
、
通
学
又
は
生
業
の
た
め

に
も
っ
ぱ
ら
使
用
さ
れ
る
軽
自
動

車
（
原
付
等
２
輪
車
含
む
）
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
基
準
の
も
と
に

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

※
減
免
申
請
の
期
間
は
、
納
税
通

　

知
書
が
届
い
た
日
か
ら
令
和
８

　

年
６
月
１
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

減
免
さ
れ
る軽

自
動
車
税
等
の
対
象

①
所
有
者
が
減
免
を
受
け
る
本
人

名
義
に
な
っ
て
い
る
こ
と

※
令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
で
自

　

動
車
検
査
証
の
所
有
者
欄
が
、

　

原
則
本
人
名
義
で
あ
る
こ
と
が

　

必
要
で
す
。
な
お
、
障
害
者
で

　

あ
る
本
人
が
運
転
す
る
場
合
と

　

生
計
同
一
者
又
は
常
時
介
護
者

　

が
運
転
す
る
場
合
で
、
対
象
と

　

な
る
障
害
の
等
級
が
異
な
り
ま

　

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
本
人
が
社
会
福
祉
施
設
や
病
院

　

に
入
所
（
院
）
し
、
軽
自
動
車

　

を
運
転
す
る
方
と
生
計
を
一
に

　

し
て
い
な
い
場
合
に
は
減
免
で

　

き
ま
せ
ん
。

②
す
べ
て
の
車
種
を
含
め
、
障
害

の
あ
る
方
１
人
に
つ
き
１
台
の
み

減
免
で
き
ま
す
。

③
減
免
の
対
象
と
な
る
障
害
の
等

級
は
、
市
Ｈ
Ｐ
よ
り
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類

・
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

　

手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障

　

害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
自
動
車
検
査
証

・
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

・
減
免
を
申
請
す
る
方
（
納
税
義

　

務
者
）
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　

ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
ま
た

　

は
通
知
カ
ー
ド
（
記
載
事
項
の

　

変
更
が
な
い
場
合
に
限
る
）

・
委
任
状
（
同
居
親
族
以
外
の
場
合
）

※
マ
イ
ナ
免
許
証
を
持
参
さ
れ
る
場

　

合
は
、
マ
イ
ナ
免
許
証
取
得
時
に

　

交
付
さ
れ
る｢

免
許
情
報
記
録
確

　

認
書｣

の
写
し
も
持
参
く
だ
さ
い
。

　

｢

免
許
情
報
記
録
確
認
書｣

が
お

　

手
元
に
な
い
場
合
は
、
ご
自
身
の

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に｢

マ
イ
ナ
免

　

許
証
読
み
取
り
ア
プ
リ｣

を
イ
ン

　

ス
ト
ー
ル
し
、
そ
の
場
で
読
み
取

　

っ
た
免
許
情
報
の
画
面
を
提
示
し

　

て
く
だ
さ
い
。
ア
プ
リ
に
よ
る
画

　

面
の
提
示
の
場
合
は
、
免
許
情
報
、

　

有
効
期
限
、
運
転
可
能
な
車
種
を

　

書
き
写
し
ま
す
。
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※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
問
合
せ

　

先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

○
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）　

税
務
課
市
民
税
係

５
月
１
日
ま
で

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
⑨
）
☎
㉒
２
２
１
８

５
月
７
日
か
ら

（
河
内
庁
舎
本
館
２
階
）
☎
㉒
２
２
１
８

○
自
動
車
税
（
種
別
割
）

※
年
の
途
中
で
減
免
に
該
当
し
た
場
合

下
田
財
務
事
務
所

課
税
課
課
税
第
二
班
☎
㉔
２
０
１
８

※
車
を
新
規
で
登
録
す
る
場
合

沼
津
財
務
事
務
所
自
動
車
税
分
室　

☎
０
５
５
‐
９
６
６
‐
０
６
２
６

　

下
田
消
防
本
部
で
は
、
応
急
手

当
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
今
年
度
か

ら
救
命
講
習
を
各
市
町
で
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
講
希
望
者

は
、
左
記
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

下
田
消
防
署
（
救
急
係
）
☎
㉒
１
８
８
９

大
切
な
こ
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す

大
切
な
こ
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す

か
？
「
も
し
も
の
と
き
の
安
心

か
？
「
も
し
も
の
と
き
の
安
心

ノ
ー
ト
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
！

ノ
ー
ト
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
！

令
和
８
年
度
軽
自
動
車
税
（
種
別

令
和
８
年
度
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
等
の
減
免
申
請
の
お
知
ら
せ

割
）
等
の
減
免
申
請
の
お
知
ら
せ

令和８年度
特定健診

（市ＨＰ）

下田地区消防
組合 HP

５
月
５
日
～

５
月
５
日
～
1111
日
は
、

日
は
、

こ
ど
も
ま
ん
な
か

こ
ど
も
ま
ん
な
か

児
童
福
祉
週
間
で
す

児
童
福
祉
週
間
で
す
‼‼

静
岡
県
は
、
誕
生

静
岡
県
は
、
誕
生

150150
周
年
で
す

周
年
で
す
‼‼

救
命
講
習
定
期
開
催
の
お
知
ら
せ

救
命
講
習
定
期
開
催
の
お
知
ら
せ

Facebook Instagram

　管内の防犯情報が
載っています‼
　下田警察署管内防
犯協会の Facebook・
Instagram チェック
してみてください‼

下田警察署管内防犯下田警察署管内防犯
協会からのお知らせ協会からのお知らせ



　

が
ん
を
経
験
す
る
と
、
病
気
そ
の

も
の
へ
の
不
安
だ
け
で
な
く
、
仕
事

や
家
族
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

な
ど
、
周
囲
に
は
な
か
な
か
相
談
し

に
く
い
悩
み
に
直
面
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
同
じ
立
場

の
人
と
想
い
を
分
か
ち
合
え
る
場

所
が
「
が
ん
サ
ロ
ン
」
で
す
。

　

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で

は
、
が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族

が
安
心
し
て
集
え
る
交
流
の
場
と

し
て
、
が
ん
サ
ロ
ン
【
菜
の
花
】
を

開
催
し
て
い
ま
す
。「
菜
の
花
」
は
、

病
状
や
治
療
の
悩
み
、
日
常
生
活
で

の
工
夫
な
ど
、
経
験
者
同
士
だ
か
ら

こ
そ
共
感
で
き
る
こ
と
を
自
由
に

語
り
合
え
る
温
か
な
場
所
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
無
理
に
話
す
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
方
の
お
話
を
聞

く
だ
け
で
も
、
心
が
軽
く
な
る
き
っ

か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
専

門
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
同
席
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

　

同
じ
地
域
で
暮
ら
す
仲
間
と
出

会
い
、
前
を
向
く
た
め
の
ヒ
ン
ト

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ

ん
の
歩
み
に
そ
っ
と
寄
り
添
う
、

そ
ん
な
場
所
で
あ
り
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

〇
開
催
日　

毎
月
第
３
木
曜
日

〇
会
場　

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

第
２
会
議
室
（
職
員
寮
）

〇
対
象

が
ん
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
の
方

〇
参
加
費　

無
料

※
事
前
予
約
不
要

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

が
ん
サ
ロ
ン
【
菜
の
花
】
の
ご
案
内

「
一
人
で
悩
ま
ず
、

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。」

地
域
医
療
連
携
室　

木き
む
ら村　

健け
ん
ご吾

　一般書　書名一般書　書名 著者名著者名

デリカシー体操 ヨシタケ　シンスケ/著

ねえ、ろうそく多すぎて

誕生日ケーキ燃えてるんだけど
ジェーン・スー/著

男女の壁 養
ようろう

老 孟
た け し

司 / 著

叫び 畠
はたけやま

山  丑
う し お

雄 / 著

少年とハリス 稲
い な ば

葉　稔
みのる

/ 著

児童書　書名児童書　書名 著者名著者名

チョコレートの世界 ちょこれいじ / 著

ノラネコぐんだん
はるなつあきふゆ

工
く ど う

藤 ノリコ / 原作
みすみ ともこ/

つんへんちゃん 柴
し ば た

田 ケイコ / 作

パンケーキ 100 まい
たべたいの

石
いしかわ

川 えりこ / 作・絵

ももたろう たなか　ひかる / 作

図書館だより４月号

子どもが小１になっ
たら知りたいことが
全部のってる本

図書案内

図書館カレンダー

◆こどもの読書週間◆

　～たのしい本がいっぱい～

今月の展示

図書館ニュース

問合せ先：市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

　　　　　　　　●新刊本／毎週水曜日

※予約は配架日以降となります。配架前の事前の取り置きはできません。

　小学 1 年生の 1 年間は子どもにとっ
ても親にとっても「はじめて」の連続
です。「生活がどう変わるの？」「何が
大変なの？」など小学校入学にともな
う、さまざまな疑問や不安に答えるの
が本書。親子の前に立ちはだかる「小
１の壁」を、笑顔で乗り越えていくた
めに、知っておきたい大切なことを 1
冊にまとめました。

下田市立図書館 2025 年ベストリーダー下田市立図書館 2025 年ベストリーダー

須　

原　

土つ
ち
や屋　

志し
ま
つ松　

14　

93

宇
土
金　

石い
し
は
ら原
恭き

ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎　

１　

87

加
増
野　

鈴す
ず
き木　

文ふ
み
こ子　

10　

69

吉
佐
美　

加か
と
う藤　

 

譽ほ
ま
れ     

11　

101

柿　

崎　

木き

だ田　

純す
み
こ子　

１　

91

白　

浜　
佐さ

さ
き

々
木
美み

よ
こ

代
子　

２　

81

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

２
月
届

二
丁
目　

野の
が
わ川

怜れ
ん
た
ろ
う

太
郎　

喬
一
郎

六
丁
目　

齋さ
い
と
う藤　

蒼あ
い
と月　

了
亮

東
本
郷　

城き
ど
こ
ろ所　

恵え
れ
ん蓮　

 

仁　
　

大
賀
茂　

尾お
む
ら村　

結ゆ
い
と人　

研
二

地 

区　

  

氏 

名   

死
亡
日   

年
齢

２
月
届

一
丁
目　

山や
ま
だ田　

 

豊ゆ
た
か      

17　

75

六
丁
目　

名な
だ
か髙　

 

章あ
き
ら      

16　

73

西
本
郷　

笹さ
さ
も
と本　

浩ひ
ろ
よ
し由　

16　

66

高　

馬　

有あ
り
が
や

ケ
谷
晶し

ょ
う
じ二　

18　

90

箕　

作　

小こ
ば
や
し林　

和か
ず
え枝　

19　

75

吉
佐
美　

髙た
か
は
し橋　

芳よ
し
え枝　

23　

100

　

〃　
　

櫻さ
く
ら
い井

マ
サ
子こ　

22　

95

須　

崎　

木き
む
ら村　

 

節せ
つ      

19　

90

柿　

崎　

長な
が
と
も友　

弘ひ
ろ
こ子　

22　

72

白　

浜　

土つ
ち
や屋　

清き
よ
し志　

26　

91

３
月
届

河　

内　

藤ふ
じ
い井　

富と
み
お男　

10　

90

蓮
台
寺　

長は
せ
が
わ

谷
川
恒ひ

さ
こ子　

７　

87

立　

野　

加か
と
う藤
美み

ち

よ
千
代　

９　

86 

須　

原　

土つ
ち
や屋

す
み
よ　

４　

84

人のうごき
住民登録人口 ３月１日 増減

　　　男　　　９，０２２　　　- ２３

　　　女　　　９，６６６　　　- ０６

　　　計　　１８，６８８　　　- ２９ 

世帯数　  １０，１４８

出　生  １２　　 転　入　　４０

死　亡  ３１　　 転　出　　５０

謹
ん
で

　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に

水道当番工事店　　　※修繕費は有料です。
                             　　　　　　対応時間 8:30 ～ 17:00

分担期間 工事店 電話番号
４月４日（土）５日（日）( 有 ) 菊地ポンプ商会 22-1085

４月 11 日（土）12 日（日） 土屋設備 22-6506

４月 18 日（土）19 日（日） （株）外岡組 22-1769
22-1250

４月 25 日（土）26 日（日） 斉藤住設 22-7245

５月２日（土） ( 有 ) 渡辺住宅設備 27-1300

５月３日（日） ヤマト設備工業（株） 23-3570

５月９日（土）10日（日） 須原設備 28-1161

乳幼児健康相談・健康診査（５月）
相談日 内容 対象・時間・場所

21 日（木）
１歳６か月児健康診査 対象者へ

個別に通知します３歳児健康診査

５月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所

13 日（水）

市民相談

どなたでも
（要予約）

10：00 ～15：00
市役所（河内）
会議室１－ D

法律相談 ９：00 ～ 12：00
市役所（河内）
１階多目的室

ひきこもり
相談

10：00 ～ 16：00
下田総合庁舎
４階相談室

14 日（木） 年金相談 11：00 ～ 16：00
市役所（河内）
１階多目的室

25 日（月）
交通事故

相談
13：00 ～15：30

市役所（河内）
会議室１－ D

27 日（水） 市民相談 10：00 ～15：00
市役所（河内）
会議室１－ B

問合せ先一覧

市民相談：市民保健課市民係（東本郷庁舎窓口②）☎㉒２２１５

法律相談：市民保健課市民係（東本郷庁舎窓口②）☎㉒２２１５

年金相談：市民保健課国保年金係（東本郷庁舎窓口③）☎㉒３９２２

健康相談：市民保健課健康づくり係（東本郷庁舎窓口⑤）☎㉒２２１７

人権相談：福祉事務所社会福祉係（東本郷庁舎窓口⑥）☎㉒２２１６

交通事故
相    談
ひきこもり
相　　談　
こころの
相　　談　

：福祉事務所障害福祉係（東本郷庁舎窓口⑥）☎㉒２２１６

：賀茂保健所（賀茂健康福祉センター）☎㉔２０５６

■お知らせ
　包括連携協定を結んでいる日本郵便（株）下田郵便局様と

の連携により、車両 30 台（二輪車両 18 台、四輪車両 12 台）

にサーフシティ下田　オリジナルステッカーを貼付していた

だくことになり、３月 25 日（水）に貼付式を実施しました。 

市ホームページ：防災安全課消防安全係（河内庁舎２階）☎㊱４１４５

子育てネットワーク通信
問合せ先：下田子育て支援ネットワーク　☎㉒２２１６

●ひよこサロン
（未就学児と保護者の遊びと交流の場です）

参加費: 無料　
主催 : 社会福祉協議会☎㉒ 3294

日時 : ５月 21 日（木）10 ～ 12 時

場所 : 道の駅「開国下田みなと」 ４階会議室３

広報しもだ 2026. ４月号 - 14 -- 15 - 広報しもだ 2026. ４月号

※予定は、令和８年３月 27 日時点です。今後、予定の変
　更がある可能性があります。

佐々木　陽子 / 監修
主婦の友社 / 編集
主婦の友社 / 発行

ミニチュア制作

つまんないつまんない　ヨシタケ シンスケ / 著

パンどろぼうとりんごかめん　柴
し ば た

田 ケイコ / 作

あきらがあけてあげるから　ヨシタケ シンスケ / 作・絵

地下鉄のサバイバル 1・2　ゴムドリ co./ 文

ノラネコぐんだんピザをやく　工藤　ノリコ / 著

【休館日】　6、13、20、23、27、29 日

【ファーストブック】９日（木）

【移動図書館】16 日 ( 木 ) ひよこサロン

ウクレレで弾けるよヒット・ソング

超カンタン！！ 2 分で弾けるウクレレ　設
し だ ら

楽 幸
ゆ き お

生 / 編

クスノキの女神　東
ひがしの

野 圭
け い ご

吾 / 著

逃亡者は北へ向かう　柚
ゆ ず き

月 裕
ゆ う こ

子 / 著

魔女と過ごした七日間　東
ひがしの

野 圭
け い ご

吾 / 著

※券を切り取って運転手にお渡しください。
※下田市内発着に限り利用できます。
※利用に際し、おつりは出ません。
※本券をコピーしての利用はできません。
※定期券・回数券の購入には利用できません。
※交通系 IC カードとの併用はできません。
※券面金額未満の利用の場合、おつりは出ません

利用方法

一般書

児童書



　

広
報

し
も

だ
　

令
和

８
年

４
月

３
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！

問合せ先　企画課秘書広報係（河内庁舎２階）　☎㉒２２１２

立野にお住いの

牧
まきしま

島　裕
ひ ろ き

樹さん・江
え り

梨さんの

長 男　寿
ひ さ し

志　くん　（12 歳 8 か月）

長 女　朱
あ か ね

音　ちゃん　（９歳 5 か月）

次 女　梨
り の

乃　ちゃん　（２歳１か月）

にぃにとねぇねは横浜から下田に引っ越し
てきて 8 年。下田で大好きな野球や大切な
友達と出会って、可愛い梨乃ちゃんも産ま
れたね！これからも下田でいっぱい思い出
作ろうね！

〒
4

1
5

-0
0

1
1

 下
田

市
河

内
1

0
1

-1
　

☎
 (2

2
) 2

2
1

2

　　　

今
年
で
87
回
目
を
迎
え
る
黒
船

祭
は
、「
国
際
親
善
と
世
界
平
和
」

を
目
的
に
記
念
式
典
や
公
式
パ

レ
ー
ド
を
行
う
な
ど
、
下
田
で
最

も
大
き
な
祭
典
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

黒
船
祭
の
精
神
を
次
世
代
に
継

承
し
て
い
く
た
め
、
継
続
的
な
運

営
が
で
き
る
よ
う
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
み
期
限　

５
月
17
日

※
４
月
５
日
（
日
）
ま
で
の
申
込

　

み
で
、
黒
船
祭
当
日
ま
で
に
返

　

礼
品
を
受
け
取
れ
ま
す
。

〇
目
標
金
額　

200
万
円

〇
資
金
の
使
い
道

・
運
営
費　
　
　
　

約
116
万
円

・
返
礼
品　
　
　
　

約
50
万
円

・
手
数
料
等　
　
　

約
34
万
円

〇
問
合
せ
先

黒
船
祭
執
行
会
（
観
光
交
流
課
）

☎
㉒
３
９
１
３

申込みフォーム

第
87
回
黒
船
祭

ク
ラ
ウ
ド

　

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
お
願
い

　

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
連
絡
協
議

会
の
総
会
が
、
北
海
道
中
富
良
野

町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
内
見
学

や
加
盟
都
市
の
市
民
交
流
（
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
）
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
花
を
き
っ
か
け
に

広
が
る
新
し
い
出
会
い
と
感
動
を
、

ぜ
ひ
、
一
緒
に
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

〇
日
程　

６
月
27
～
29
日
（
２
泊
３
日
）

〇
参
加
費　

１
６
０
，
０
０
０
円

※
参
加
人
数
に
よ
り
、
金
額
が
変

　

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
募
集
人
数　

15
名
程
度

〇
申
込
み
期
限　

４
月
30
日

※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

〇
参
加
条
件　

20
歳
以
上

〇
申
込
み
先

東
海
バ
ス
ト
ラ
ベ
ル
下
田
旅
行
セ
ン
タ
ー

（
担
当
：
内
藤
）
☎
㉒
２
５
１
１

〇
問
合
せ
先

観
光
交
流
課
観
光
企
画
係

☎
㉒
３
９
１
３

フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
市
民
団

北
海
道
中
富
良
野
町

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

～公共交通利用促進券～
バス：200 円分 タクシー：400 円分

※上記いずれか１回のみ

有効期限：令和８年６月30日（火）
１回１枚限り有効※現金との併用可

〇利用できる公共交通機関（バス又はタクシー）
東海バス / いず東海タクシー / 栄協 / ヒフミタクシー

公共交通利用促進キャンペーン公共交通利用促進キャンペーン
問合せ　建設課都市住宅係　☎㉒２２１９問合せ　建設課都市住宅係　☎㉒２２１９

『下田市公式ＬＩＮＥ』『下田市公式ＬＩＮＥ』をご利用ください！！をご利用ください！！

　公共交通を市民の皆さんの生活を支える重要な社会インフ
ラとして捉え、地域で育てていく持続可能な公共交通サービス
の実現を目指しています。普段の外出やイベント時のお出かけ
に、ぜひご利用ください。

フラワー都市交流
市民団募集 HP

（市 HP）

画像：ファーム富田

→

黒船祭クラウドファン
ディング HP

（CAMPFIRE HP）

黒船祭 HP
（伊豆下田 黒船祭 HP）


